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８月 「みえ高校生県議会」を開催 

高校生に議会活動の体験を通じて議会への関心を高め

てもらうとともに、高校生の意見を議会での議論に反映し

ていくことを目的に、８月１９日に「みえ高校生県議会」

を開催しました。 

高校生が議場で質問し、県議会議員が答弁するという内

容で、質問する高校生は県内の高校などから募集し、１６

校の生徒５２人が参加しました。 

質問項目は、いずれも県政にとって大変重要な項目が取

り上げられ、その内容は高校生の視点で考え、まとめられ

ており、本県議会にとって大変貴重なご意見でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月 手話通訳付き「みえ高校生県議会」録画中継を配信 

８月に開催した「みえ高校生県議会」の録画中継に、ろ

う者の方にも見ていただけるように手話通訳を挿入し、配

信を開始しました。三重県議会では、従来から、傍聴席で

の手話通訳については要望があれば行っていますが、イン

ターネットの録画中継に手話通訳を付けたのは初めての

試みです。 
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住民本位の政策決定と政策監視・評価の推進 
 

５月 「子どもの貧困対策調査特別委員会」を設置 

５月に「子どもの貧困対策調査特別委員会」を設置しま

した。 

委員会では、子どもを取り巻く環境を改善するため、今現

在、困っている子どもたちやその家庭がどのような状況に

あり、どのような支援を必要としているのかなどについて

調査を行っていくこととし、７月から１０月には、県内外

調査や参考人招致を行いました。また、１２月には中間報

告を行うなど活動を続けています。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

５月 「サミットを契機とした地域の総合力向上調査特別委員会」を設置 

５月に「サミットを契機とした地域の総合力向上調査特

別委員会」を設置しました。 

委員会では、サミットの効果を一過性にせず、これから

の三重県の姿をどう描いていくのか、人や食、産業といっ

た本県の力をどのように向上させていくのかといった課

題について調査を行っていくこととし、９月には、これま

での議論をまとめた中間報告を行いました。１０月には参

考人招致や県内調査を実施するなど、活動を続けていま

す。 

 

 

 

児童養護施設 ⾥⼭学院（津市）での調査 
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独自の政策提言と政策立案の強化 
 

３月 「第７６回国民体育大会の開催に関する決議」を全会一致で可決 

平成 33 年に本県で 46 年ぶりの開催を目指す第 76 回国

民体育大会は、現在開催準備に取り組んでいるところで

す。 

三重県議会は、三重県で開催されるよう、県民の総意に

基づき強く要望するため、３月に「第７６回国民体育大会

の開催に関する決議」を全会一致で可決しました。７月に

は、三重県が開催地として公益財団法人日本体育協会理事

会から内定されました。 

 

 

 

 

６月 三重県手話言語条例（議員提出条例）を制定 

手話は、物の名前などを手や指の動きなどを使って視覚

的に表現するもので、ろう者にとっての声と言うべきもの

です。しかし、手話に対する県民の理解や手話通訳を行う

人材の確保が十分でない状況にあります。県議会では、平

成２７年１０月に「三重県手話言語に関する条例検討会」

を設置し、計１２回の会議などを経て取りまとめた条例案

を議員提出議案として提出し、６月３０日に全会一致で可

決しました。本条例は、手話が言語であるとの認識に基づ

いて、手話に関する施策を総合的・計画的に推進すること

により、共生社会の実現を図ることとしています。 

 

 

 

国体マスコット 

キャラクター 

とこまる 

先⾏事例調査（⿃取県） 
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分権時代を切り開く交流・連携の推進 
 

１１月 「第８回全国自治体議会改革推進シンポジウム」を開催 

１１月９日に、「議会基本条例が開く議会の未来」をテ

ーマとして、「第８回全国自治体議会改革推進シンポジウ

ム」を開催しました。まず、東京大学大学院教授の金井利

之氏が基調講演を行い、その後、新川達郎氏（同志社大学

大学院教授）のコーディネートにより金井利之氏、目黒章

三郎氏（会津若松市議会議長）、小林華弥子氏（由布市議

会議員）、三谷 哲央 （三重県議会議会改革推進会議会長）

がパネリストとなって活発な議論を行いました。 

 

 

 

 

基調講演の様⼦ 


